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                   様 

 通所リハビリテーション事業所管理者 

 

香川県健康福祉部長寿社会対策課長 

（ 公 印 省 略） 

                      高松市健康福祉局介護保険課長 

 

（地域密着型）通所介護事業所及び通所リハビリテーション事業所における 

新型コロナウイルス感染拡大防止等について 

 

 日頃は、高齢者福祉行政に御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、現在、新型コロナウイルス感染症について、国内では複数地域で感染経路が明らかでな

い患者が散発的に発生しており、一部地域には小規模患者クラスター（集団）が把握されている

ところです。 

 このため、抵抗力が弱い高齢者が多数利用する（地域密着型）通所介護事業所及び通所リハビ

リテーション事業所において、事業所内の感染拡大を防止するため、令和２年２月２４日付け厚

生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住系サービスを除く。）における感染拡大防止

のための留意点について」が示されましたので、適切に御対応をお願いするとともに、下記に御

留意の上、感染拡大防止に努められるようお願いします。 

 なお、今後の感染の拡がりや医療提供体制の状況により、随時、対応が変更される場合があり

ますので、念のため申し添えます。 

 

記 

 

 １ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大時にも、できるだけ業務を継続できるよう事前の準

備を入念に進めることが必要です。さらに、業務の縮小や事業所の休業を余儀なくされる場

合でも、利用者への影響を極力抑えるよう事前の検討を進めることが肝要です。 

 

 ２ このため、厚生労働省ホームページに掲載されている「社会福祉施設・事業所における新

型インフルエンザ等発生時の業務継続ガイドライン」を参考として、不要不急の業務から順

次休止・縮小していき、感染のピーク時でも優先業務は最低限継続させることができるよう

業務の優先順位を整理しておくことに努めてください。 

 

 ３ また、利用者又はその家族等に対し、事業所としての感染対策を事前に十分周知してくだ

さい。 

 

 

                         担当 

                         ○香川県健康福祉部長寿社会対策課 

                          在宅サービスグループ 

                          ＴＥＬ ０８７－８３２－３２７４ 

                         ○高松市健康福祉局介護保険課 

                          相談指導係 

                          ＴＥＬ ０８７－８３９－２３２６ 



（参考） 

 ○厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-

Kenkoukyoku/0000108618.pdf 

 「社会福祉施設・事業所における新型インフルエンザ等発生時の業務継続ガイドライン」から

の抜粋 

 ３－３－３ 高齢者通所施設 

 

  ●留意すべきポイント 

 ステージ１ 

（海外発生期～地域未

発生期） 

ステージ２ 

（地域発生早期） 

ステージ３ 

（地域感染期～小康

期） 

感染症の予

防・対策 

■感染予防対応の準備

をします 

・利用者・ご家族に発症

者が出た場合、事業

所に連絡してもらう

よう依頼します。 

■感染予防対応を本格

的に実施します 

・送迎前に連絡し、利用

者の検温結果などを

尋ねます。 

・送迎時にマスクや擦

式手指消毒剤を活用

し、外部からの感染

防止を図ります。 

・行政より臨時休業の

要請が出される場合

があることを利用

者・ご家族に周知し

ます。 

■感染予防対応を継続

的に実施します 

・患者が多く発生した

場合は、利用者・職員

の感染予防の観点か

らサービスの臨時休

業を検討し、利用者・

ご家族に周知しま

す。 

・サービス利用中に発

症した場合は、一時

的に隔離し、家族な

どに連絡した上で送

り届けます。 

・帰宅後に発症した場

合、感染症本人と濃

厚接触者の来所を禁

止します。 

業務継続の

ポイント 

■業務継続対応実施に

関する家族等へのア

ナウンスが中心です 

・利用者・ご家族の通所

サービス提供継続に

関する意向・事情を

確認します。 

・感染拡大時には通所

サービスの中止・頻

度削減を行う可能性

を説明します。 

■業務継続対応の準備

が中心です 

・生命・健康に大きな影

響を与えない利用

者・ご家族に対して

サービス中止・頻度

削減を申し入れます

（即座に実施ではな

い）。 

 

■業務継続対応を本格

的に実施します 

・限られた人員で対応

するため、業務Ａ※

（通常時と同様に継

続すべき業務）に注

力します。 

・食事はレトルト食品

や配送を活用するな

ど省力化を検討しま

す。 

・入浴はできるだけ中

止します。 

 

  ※業務分類 

   業務Ａ 通常時と同様に継続すべき業務 

   業務Ｂ 感染予防・感染拡大防止の観点から新たに発生する業務 

   業務Ｃ 規模・頻度を減らすことが可能な業務 

   業務Ｄ 休止・延期できる業務 

 

○社会福祉施設等の利用者等に新型コロナウイルス感染症が発生した場合等の対応について

（VOL.764）令和２年２月１８日 

https://www.wam.go.jp/gyoseiShiryou-files/documents/2020/022010430479/ksvol764.pdf 
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